
故
郷
の
田
園
風
景
を
後
世
に


精華町　松尾純一さん
八幡市　畑中悠香さん

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
野
菜
の
魅
力
を
発
信

女
性
委
員
が

〝
つ
な
い
で
発
信
〟

「
お
茶
と
宇
治
の
ま
ち
歴
史
公
園
」が
開
園

〝
農
業
経
営
塾
〟で
飛
躍
め
ざ
せ


経
営
理
念
と
実
現
戦
略
を
磨
く
　

受
講
生
を
募
集

農
機
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
共
同
利
用

サ
ー
ビ
ス

）で
農
家
を
応
援

１時間　円で使える

亀
岡
市
　

×
　

ク
ボ
タ

新
規
就
農
者
や
若
手
農
家
に
好
評

お
知
ら
せ

「
京
都
府
田
舎
ぐ
ら
し
フ
ェ
ア
」中
止

時間
対 応　　予約制トラクタ

田
園
風
景
を
撮
影
す
る
松
尾
さ
ん
（
写
真
左
下

は
昨
年
９
月
の「
せ
い
か
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

を
飾
っ
た
写
真
（
学
研
都
市
に
棚
田

）

　
町
役
場
を
定
年
退
職
後
、
昨
年
７

月
ま
で
農
業
委
員
を

年
間
務
め
た

松
尾
純
一
さ
ん
（

）
は
、
若
い
頃

か
ら
写
真
を
撮
る
こ
と
が
大
好
き

で
、
町
職
員
時
代
に
は
府
の
写
真
展

で
最
優
秀
賞
の
受
賞
経
験
も
あ
る
。

農
業
委
員
会
で
取
り
組
ん
だ
「
町
内

の
小
中
学
校
の
田
植
え
体
験
」
の
写

真
撮
影
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
町
内
の
田
園
風
景
を
撮
り

続
け
て
い
る
。

　
「
故
郷
の
素
晴
ら
し
い
風
景
を
後

世
に
残
し
た
い
」
と
い
う
松
尾
さ
ん

の
写
真
は
、
委
員
を
退
任
後
も
「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
て

読
者
に
好
評
だ
。　

「
こ
れ
か
ら
も
体

の
続
く
限
り
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
写

真
を
撮
り
続
け
て
い

き
た
い
」
と
元
気
に

話
し
て
い
る
。

　
（
精
華
町
農
業
委

員
会
）

７６（第３種郵便物認可） ２０２１年（令和年）８月２７日（金）

自
慢
の
キ
ュ
ウ
リ
を
紹
介
す
る
畑
中
悠
香
さ
ん
・
耕
治
さ
ん
夫
妻

京
都
農
業
経
営
塾
（
昨
年
２
月
修
了
）
の
受
講
生

　
京
都
農
業
の
次
世
代
経
営
人

材
を
育
成
す
る
「
京
都
農
業
経

営
塾
」
（

月

日
開
講
、
全

８
回
、
府
農
業
会
議
主
催
）
が

２
年
ぶ
り
に
復
活
。

月
８
日

ま
で
受
講
生
を
募
集
し
て
い

る
。

　
こ
の
経
営
塾
で
は
、
「
自
分

が
農
業
を
通
じ
て
実
現
し
た
い

目
標
と
実
現
戦
略
」
を
徹
底
的

に
考
え
、
各
自
が
具
体
的
な
実

行
計
画
に
置
き
換
え
て
発
表
を

繰
り
返
し
、
経
営
者
の
意
識
を

高
め
て
飛
躍
を
め
ざ
す
。
先
進

的
な
農
業
経
営
の
事
例
研
究

や
、
自
身
の
経
営
で
の
人
材
育

成
、
財
務
分
析
、
販
売
戦
略
の

検
討
を
通
じ
て
、
経
営
者
に
必

要
な
能
力
を
鍛
え
あ
げ
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
や
ウ
ェ
ブ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
、
個
別

経
営
相
談
を
通
じ
て
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
事

業
計
画
を
作
成
で
き
る
の
も
経

営
塾
の
魅
力
だ
。

　
来
年
３
月
の
研
修
修
了
後

も
、
京
都
農
業
の
発
展
を
リ
ー

ド
す
る
次
世
代
経
営
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
卒
塾
生
の
活

動
を
支
援
す
る
予
定
だ
。

　
経
営
塾
の
参
加
費
は
１
人
３

万
円
。
受
講
の
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
先
は
、
府
農
業
会
議

（
京
都
農
人
材
育
成
セ
ン
タ

ー
）
☎
０
７
５
・
４
１
７
・
６

８
４
７
、

０
７
５
・
４
１
７

・
６
８
７
０
ま
で
。

江
戸
末
期
か
ら

明
治
初
期
の
茶

園
を
再
現
し
た

史
跡
ゾ
ー
ン

　
亀
岡
市
と
ク
ボ
タ
が
協
力
し

て
今
年
５
月
か
ら
同
市
旭
町
で

始
め
た
「
農
機
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
」
が
市
内
の
新
規
就

農
者
や
若
手
農
家
に
好
評
だ
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ク
ボ
タ

が
保
有
・
管
理
す
る
農
機
（


馬
力
ト
ラ
ク
タ
）
を
会
員
登
録

し
た
農
家
が
共
同
利
用
す
る
仕

組
み
。
操
作
講
習
会
に
参
加
し

て
会
員
登
録
し
た
ユ
ー
ザ
ー
農

家
が
専
用
サ
イ
ト
で
予
約
し
、

送
信
さ
れ
た
ロ
ッ
ク
解
除
パ
ス

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
保
管
場
所
か

ら
ト
ラ
ク
タ
を
持
ち
出
す
。
圃

場
ま
で
の
移
動
や
、
使
用
後
の

清
掃
、
給
油
を
ユ
ー
ザ
ー
自
身

で
行
う
こ
と
で
利
用
料
金
を
１

時
間
１
９
８
０
円
（
税
込
み
）

と
低
額
に
設
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
定
期
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
車
両
故
障

や
事
故
に
備
え
た
保
険
料
も
含

ま
れ
る
た
め
、
農
家
は
安
心
し

て
利
用
で
き
る
。

　
１
時
間
単
位
で
必
要
時
間
だ

け
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

従
来
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
で

は
難
し
か
っ
た

時
間
対
応
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
農
機
シ
ェ
ア
に
よ
り
、
農
家

は
初
期
投
資
の
負
担
を
か
な
り

減
ら
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

「
ト
ラ
ク
タ
を
購
入
せ
ず
に
営

農
で
き
る
環
境
を
整
え
て
、
新

規
就
農
者
の
増
加
と
確
実
な
定

着
に
つ
な
げ
た
い
」
と
亀
岡
市

農
林
振
興
課
は
期
待
す
る
。

　
７
月
９
日
に
ク
ボ
タ
と
「
農

機
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
亀

岡
地
域
農
業
再
生
協
議
会
の
神

﨑
弥
会
長（
農
業
委
員
会
会
長
）

は
「
操
作
講
習
会
に
参
加
す
れ

ば
誰
で
も
会
員
登
録
で
き
る
の

で
、
多
く
の
農
家
に
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

亀
岡
市
旭
町
で
開
催
さ
れ
た
操

作
講
習
会
で
試
運
転
す
る
農
家

ユ
ー
ザ
ー
（
７
月

日
）

　
八
幡
市
で
キ
ュ
ウ
リ
、
九
条

ね
ぎ
、
　

筍
　

タ
ケ
ノ
コ、
ホ
ワ
イ
ト
コ
ー

ン
な
ど
四
季
折
々
の
野
菜
を
栽

培
す
る
畑
中
悠
香
さ
ん
・
耕
治

さ
ん
夫
妻
。
現
在
は
、
キ
ュ
ウ

リ
の
最
盛
期
で
、
毎
日
約
５
千

本
を
出
荷
し
て
い
る
。

　
保
育
士
か
ら
農
家
に
嫁
ぎ
２

年
前
か
ら
本
格
的
に
農
業
を
始

め
た
悠
香
さ
ん
。
「
野
菜
は
、

子
供
の
成
長
と
同
じ
で
、
手
を

掛
け
れ
ば
掛
け
る
ほ
ど
お
い
し

く
育
つ
。
野
菜
の
成
長
を
見
る

の
が
楽
し
い
」
と
満
面
の
笑
顔

で
話
す
。

　
今
年
は
、
ふ
る
さ
と
農
園

（
耕
治
さ
ん
の
研
修
先
）
と
一

緒
に
ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ン
な
ど
新

鮮
な
野
菜
を
直
売
。
お
中
元
用

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
段

ボ
ー
ル
を
用
意
す
る
な
ど
、
消

費
者
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
の

工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
ロ
マ
ネ
ス
コ
や
白
ゴ

ー
ヤ
な
ど
目
新
し
い
野
菜
を
栽

培
。
そ
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理

や
お
い
し
さ
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
配
信
し
、
販
売
促
進
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　
消
費
者
か
ら
の
声
は
、
早
朝

か
ら
の
農
作
業
の
活
力
に
な

る
。「
野
菜
を
購
入
さ
れ
た
方
、

関
わ
る
す
べ
て
の
方
と
の
ご
縁

を
大
切
に
し
て
、
安
心
・
安
全

で
お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
頑
張
る
畑
中
さ
ん

夫
妻
を
私
も
応
援
し
て
い
ま

す
。

　
（
八
幡
市
農
業
委
員
会
・
猪

飼
美
和
子
委
員
）

　
宇
治
茶
の
魅
力
や
宇
治
の
歴

史
・
文
化
を
情
報
発
信
す
る

「
お
茶
と
宇
治
の
ま
ち
歴
史
公

園
」
が
８
月

日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　
歴
史
公
園
に
は
、
「
史
跡
ゾ

ー
ン
」
と
「
交
流
ゾ
ー
ン
」
が

整
備
さ
れ
、
史
跡
・
宇
治
川
太

閤
堤
跡
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　
史
跡
ゾ
ー
ン
に
は
、
安
土
桃

山
時
代
に
宇
治
川
太
閤
堤
が
築

造
さ
れ
て
か
ら
埋
没
す
る
ま
で

の
変
遷
と
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
砂
州
が
形
成
さ
れ
茶
園
と

し
て
利
用
さ
れ
た
江
戸
末
期
か

ら
明
治
初
期
の
様
子
を
再
現
。

こ
の
茶
園
で
は
茶
摘
み
を
体
験

で
き
る
。

　
交
流
ゾ
ー
ン
に
は
「
お
茶
と

宇
治
の
ま
ち
交
流
館
（
愛
称
・

茶
づ
な
）
」
が
誕
生
。
宇
治
茶

と
宇
治
の
歴
史
を
紹
介
す
る
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
抹
茶
づ
く
り
・

製
茶
・
茶
道
・
お
茶
の
淹い

れ
方

・
茶
香
服

ち
ゃ
か
ぶ
き

な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
、
宇
治
茶
の
魅

力
を
体
験
で
き
る
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態

宣
言
中
（
９
月

日
ま
で
）
は

「
交
流
館
」
と
駐
車
場
の
利
用

を
中
止
す
る
が
、

屋
外
の
茶
園
や
太

閤
堤
跡
の
見
学
と

散
策
は
で
き
る
。

詳
し
く
は
、
来
園

前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://uji-ch

azuna.kyoto

）
で

確
認
が
必
要
だ
。

　
（
宇
治
市
農
業

委
員
会
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
８
月

日
の
「
京
都
府
田
舎
ぐ
ら
し

フ
ェ
ア
」
は
中
止
し
ま
す
。


